
も く じ

南
国
の
豊
か
な
自
然
と
風
物
に
恵
ま
れ
た
伊
豆
諸

島
・
八
丈
島
は
、
東
京
都
八
丈
町
が
行
政
区
域
だ
。

人
口
約
６
６
０
０
人
。
昨
秋
の
台
風
で
深
刻
な
被
害

を
受
け
、
観
光
需
要
な
ど
の
回
復
に
取
り
組
む
。

島
に
は
八
丈
方
言
と
呼
ば
れ
る
独
自
の
こ
と
ば
が

伝
わ
る
。「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
は
「
お
じ
ゃ
り
や
れ
」、

早
朝
は
「
と
ん
め
て
」。
奈
良
時
代
の
関
東
地
方
古

語
と
同
じ
用
法
が
残
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

標
準
語
の
浸
透
や
高
齢
化
と
と
も
に
、
使
い
手
は

減
り
続
け
て
い
る
。
ユ
ネ
ス
コ
が
日
本
で
消
滅
す
る

危
機
に
あ
る
と
公
表
し
た
８
言
語
（
方
言
も
言
語
と

し
て
分
類
）
に
、「
八
丈
語
」
は
ア
イ
ヌ
語
や
沖
縄

の
言
葉
な
ど
と
と
も
に
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
町
は
方
言
の
維
持
と
継
承
に
努
め
て

い
る
。
現
地
で
２
０
２
２
年
度
か
ら
毎
年
開
く
「
八

丈
方
言
大
会
」
も
そ
の
一
環
だ
。
町
民
ら
が
島
こ
と

ば
や
維
持
す
る
活
動
を
語
り
、
交
流
を
深
め
る
。

昨
年
12
月
、
足
を
運
び
見
学
し
た
。
地
元
小
学
生

は
八
丈
方
言
で
「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
」
を

合
唱
。
方
言
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
を
作
り
ア
ピ
ー

ル
す
る
女
子
高
生
、
方
言
で
民
話
を
語
る
女
性

…
…
。
堅
苦
し
く
な
く
、
楽
し
め
た
。「
八
丈
・
島

こ
と
ば
か
る
た
」
を
使
っ
た
住
民
に
よ
る
カ
ル
タ
大

会
も
毎
年
の
恒
例
行
事
で
あ
る
。

文
化
庁
と
八
丈
町
、
沖
縄
県
内
な
ど
の
関
係
自
治

体
は
方
言
の
維
持
に
向
け
て
連
携
す
る
「
危
機
的
な

状
況
に
あ
る
言
語
・
方
言
サ
ミ
ッ
ト
」
を
毎
年
開
い

て
い
る
。
今
年
は
鹿
児
島
県
喜
界
島
（
喜
界
町
）
で

開
催
を
予
定
す
る
。

鹿
児
島
県
の
沖
永
良
部
島
（
和
泊
町
、
知
名
町
）

は
、「
し
ま
む
に
」
と
呼
ば
れ
る
地
域
の
こ
と
ば
を

守
ろ
う
と
、
両
町
と
国
立
国
語
研
究
所
に
よ
る
連
携

協
定
を
結
ん
だ
。
児
童
が
学
校
で
住
民
か
ら
島
こ
と

ば
を
聞
く
機
会
を
設
け
た
り
、
集
落
ご
と
に
違
う
方

言
の
辞
書
を
住
民
有
志
が
作
っ
た
り
し
て
い
る
。
地

域
の
熱
意
が
活
動
を
支
え
て
い
る
。

人
口
減
少
が
進
む
。
８
言
語
（
方
言
）
に
限
ら
ず
、

地
域
文
化
で
あ
る
方
言
や
お
国
言
葉
は
放
っ
て
お
く

と
「
○
○
弁
が
消
滅
危
機
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
。
生
涯
学
習
や
学
校
で
ふ
れ
、
継
承
を
後
押

し
す
る
場
を
自
治
体
は
意
識
的
に
設
け
て
ほ
し
い
。
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八丈島の「大坂トンネル展望台」からのぞむ八丈富士（右後方）と海岸（東京都八
はち

丈
じょう

町
まち

）〔写真提供：八丈町〕

写真募集

表紙に掲載する写真を募集して
います。採用者には、図書カード
（３千円）を差し上げます。
写真には撮影者の住所、氏名及
び撮影場所・日時を明記して下
さい。
なお、採否は当方に一任願います。
送り先：全国町村会・広報部

写真キャプション

大坂トンネル展望台は八丈島の西海
岸側を一望できるドライブにも便利
な絶景スポット。八丈方言のほか、
島の文化は郷土芸能の八丈太鼓、草
木染めの織物・黄八丈なども知られ
る。八丈島歴史民俗資料館で文化を
学ぶことができる。近年同島は人気
アニメ「劇場版　名探偵コナン 黒鉄
の魚影（サブマリン）」の舞台になった。

方
言
の
文
化
を
守
る
自
治
体ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

人ひ
と

羅ら

　
格た

だ
し

活

動

活

動

政

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

情�

報

情�

報

随�

想

棚
野
会
長
が
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
（
令
和
８
年
度
第
１
回
）」
に
出
席
���������







⑵

棚
野
会
長
お
よ
び
井
上
副
会
長
が
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
対
策
の
強
化
に
関
す
る
要
請
活
動
を
実
施
��
⑶

男
女
共
同
参
画
・
女
性
活
躍
に
お
け
る
地
域
政
策
に
つ
い
て

　

�

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
参
事
官
（
地
域
政
策
担
当
）
…
⑸

“
ふ
る
さ
と
”
と
“
ひ
と
”
を
つ
な
ぐ
“
ま
ち
”
＝
鹿
児
島
県
知
名
町
�����������









⑼

ま
ち
む
ら
の
魅
力
発
信
！
���������������������������


























⒁

町
村
ご
当
地
キ
ャ
ラ
じ
ま
ん
��������������������������

























⒂

い
の
ち
の
か
お
り
が
、
ま
ち
を
つ
く
る
。
上
士
幌
町
���


北
海
道
上
士
幌
町
長　

竹
中　

貢
…
⒃
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棚
野
孝
夫
会
長
（
北
海
道
白
糠
町
長
）
を

は
じ
め
と
す
る
地
方
六
団
体
代
表
は
６
月
29

日
、「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」（
令
和
８
年

度
第
１
回
）
に
出
席
し
た
。

政
府
側
は
、
高
市
内
閣
総
理
大
臣
、
木
原

内
閣
官
房
長
官
、
林
総
務
大
臣
、
黄
川
田
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
地
方
創
生
）
兼
地
域

未
来
戦
略
担
当
大
臣
、
片
山
財
務
大
臣
、
城

内
全
世
代
型
社
会
保
障
改
革
担
当
大
臣
兼
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
経
済
財
政
政
策
）、

松
本
文
部
科
学
大
臣
、鈴
木
農
林
水
産
大
臣
、

金
子
国
土
交
通
大
臣
、
山
田
経
済
産
業
副
大

臣
が
出
席
し
た
。

会
議
で
は
、「
骨
太
の
方
針
」
の
策
定
等

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

棚
野
会
長
か
ら
は
、①
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
の
向
上
、
②
地
方
創
生
・
地
域
未
来

戦
略
、
③
一
般
財
源
総
額
の
確
保
等
、
④
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
拡
充
、
⑤
シ

ス
テ
ム
標
準
化
―
等
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ

た
。

　
　
　
　

※�

参
考
資
料
は
全
国
町
村
会
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

（https://w
w
w
.zck.or.jp/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▲地方六団体側

▲国側

地方六団体地方六団体

棚野会長が棚野会長が
「国と地方の協議の場（令和８年度「国と地方の協議の場（令和８年度

第１回）」に出席第１回）」に出席

柱のテキスト変数
月 日 号数
7 6 3365

2026年（令和 8年） 7月 6日　2第3365号
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令
和
８
年
６
月
24
日
、棚
野
孝
夫
会
長
（
北
海
道
白
糠
町
長
）
お
よ
び
井
上
健
次
副
会
長
（
埼
玉
県
毛
呂
山
町
長
）
は
、

環
境
省
お
よ
び
農
林
水
産
省
に
対
し
要
請
活
動
を
行
っ
た
。

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
に
よ
る
サ
ク
ラ
、
ウ
メ
、
モ
モ
な
ど
の
樹
木
へ
の
食
害
は
近
年
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
。

農
山
村
地
域
を
有
す
る
町
村
に
と
っ
て
、
地
域
資
源
の
喪
失
と
い
う
極
め
て
深
刻
な
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
に
対

し
て
、
被
害
の
拡
大
を
早
急
に
食
い
止
め
る
た
め
、
総
力
を
挙
げ
て
対
策
を
講
じ
る
よ
う
要
請
し
た
。

な
お
、
深
刻
な
被
害
が
生
じ
て
い
る
梅
の
産
地
、
埼
玉
県
越
生
町
の
新
井
康
之
町
長
が
同
行
し
、
国
に
対
し
て
、
抜

本
的
な
対
策
の
実
施
を
強
く
訴
え
た
。

棚野会長および井上副会長が棚野会長および井上副会長が
クビアカツヤカミキリ対策のクビアカツヤカミキリ対策の
強化に関する要請活動を実施強化に関する要請活動を実施

■環境省

■農林水産省

▲�左から井上副会長、新井越生町長、棚野会長、堀上自然環境局長、�
近藤総務課長、川越野生生物課長、中島外来生物対策室長

▲坂消費・安全局長（中央右）

柱のテキスト変数
月 日 号数
7 6 3365

第3365号3　2026年（令和 8年） 7月 6日

活　動

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

28904579 p03-04 3365 活動_クビアカツヤカミキリ_0703.indd   328904579 p03-04 3365 活動_クビアカツヤカミキリ_0703.indd   3 2026/07/06   15:27:272026/07/06   15:27:27



 

 

 
クビアカツヤカミキリ対策の強化に関する要望 

 
 

クビアカツヤカミキリによる被害は、モモ、ウメ等の果樹のみならず、サクラをはじ

めとする地域の景観形成に重要な樹木にも及び、農業生産、観光振興、地域環境

及び住民の安全・安心に深刻な影響を与えている。 

また、本種は特定外来生物であり、一度侵入すると被害が急速に拡大すること

から、都道府県や市町村での対応には限界がある。 

よって、国においては、次の事項について積極的な措置を講じることを要望する。 

 

１．広域的な防除体制の構築 
 クビアカツヤカミキリは行政区域を越えて拡散するため、国が中心となり、関

係機関が連携した広域的な防除体制を構築すること。 

 

２．被害木の伐採等に対する財政支援の充実 
 被害木の調査、伐採、処分等に要する経費について、十分な財政支援措置

を講じ、自治体の財政負担の軽減を図ること。 

 

３．研究の促進、専門的人材の確保及び技術支援 
 生態解明、薬剤開発、フェロモントラップ等の研究を促進するとともに、樹木

診断、防除技術等に関する専門家の確保や派遣制度の創設、自治体職員向け

の研修や技術指導を充実すること。 

 

４．発生状況の把握及び早期発見体制の強化 
 全国的な発生状況調査及び監視体制を強化するとともに、被害情報の共有

や早期発見に資する仕組みを整備すること。 

 

５．国有施設等における防除の推進 
 国有施設、河川敷、道路、公園その他公的施設において、計画的かつ継続

的な防除を実施し、周辺地域への被害拡大を防止すること。 

 

６．被害木の更新に対する支援 
 被害により伐採したサクラ等について、植替え及び景観回復に対する支援制

度を創設すること。 

 

  令和 8 年 6 月 24 日 

                              全国町村会長    棚野 孝夫 

2026年（令和 8年） 7月 6日　4第3365号
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

１１　

最
近
の
動
向

　

最
近
の
動
向

令
和
八
年
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

の
施
行
か
ら
四
十
年
、
女
性
活
躍
推
進
法

の
施
行
か
ら
十
年
を
経
た
節
目
の
年
で

す
。
こ
の
間
、
官
民
で
さ
ま
ざ
ま
な
努
力

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
女

性
の
就
業
率
は
七
十
四
・
一
％
に
達
し
、

大
学
進
学
率
は
男
性
六
十
・
七
％
に
対
し

て
女
性
五
十
六
・
五
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
も
近
年
徐
々
に

上
が
り
、
現
在
で
は
四
十
・
五
％
ま
で
上

昇
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
政
治
分
野
に
目
を

向
け
れ
ば
、
日
本
で
初
め
て
女
性
の
内
閣

総
理
大
臣
が
誕
生
し
、
国
際
的
に
も
大
き

な
関
心
を
集
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
成
果
の
一
方
で
、
地
域
に

お
け
る
男
女
共
同
参
画
・
女
性
活
躍
の
取

組
に
は
依
然
と
し
て
地
域
間
格
差
が
あ

り
、
特
に
若
年
層
の
女
性
が
大
都
市
圏
へ

流
出
し
て
し
ま
う
傾
向
な
ど
、
町
村
に
お

け
る
課
題
は
切
実
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

本
年
三
月
に
は
第
六
次
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画（
以
下「
六
次
計
画
」と
い
う
。）

が
閣
議
決
定
さ
れ
、
四
月
に
は
改
正
男
女

共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
本
格
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
同
時
に
、
地
方
公
共
団
体
を
強

力
に
支
援
す
る
中
核
的
な
機
関
と
し
て
独

立
行
政
法
人
男
女
共
同
参
画
機
構
（
以
下

「
Ｊ
Ｇ
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
と
い
う
。）
が
発
足

し
、
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
に
は

地
域
政
策
の
専
任
部
署
と
し
て
参
事

官
（
地
域
政
策
担
当
）
が
新
設
さ
れ

る
な
ど
、
国
を
挙
げ
て
地
域
を
支
援

す
る
制
度
的
な
基
盤
が
整
え
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
六
月
に
は
、
女
性
版

骨
太
の
方
針
（
二
〇
二
六
）
が
決
定

さ
れ
、「
女
性
が
活
躍
で
き
、
暮
ら

し
や
す
い
地
域
づ
く
り
」
が
大
き
な

柱
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

こ
う
し
た
全
国
的
な
前
進
を
、
人

口
減
少
や
担
い
手
不
足
に
直
面
す
る

地
域
の
活
力
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
の
重
要
な
課
題
で
す
。
特

に
、
若
年
女
性
の
大
都
市
圏
へ
の
転
出
超

過
は
、人
口
減
少
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、

地
域
産
業
、
地
域
活
動
、
子
育
て
環
境
、

将
来
の
担
い
手
確
保
に
も
関
わ
る
課
題
で

す
。
女
性
が
働
き
や
す
く
、
暮
ら
し
や
す

く
、
意
思
決
定
に
も
参
画
で
き
る
地
域
を

つ
く
る
こ
と
は
、
町
村
の
持
続
可
能
性
を

高
め
る
地
域
政
策
そ
の
も
の
と
い
え
ま

す
。２２　　

��
第
六
次
男
女
共
同
参
画
基
本

第
六
次
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
計
画

六
次
計
画
は
、
令
和
八
年
度
か
ら
令
和

十
二
年
度
ま
で
の
五
年
間
を
対
象
と
し
、

政
策
編
と
し
て
十
二
の
個
別
分
野
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
第
九
分
野
と
し
て
「
地

域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
状
況
に
応

じ
た
取
組
の
推
進
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。具

体
的
に
は
、
地
域
の
実
情
・
特
性
を

踏
ま
え
た
主
体
的
な
取
組
が
全
国
各
地
で

展
開
さ
れ
る
よ
う
、
経
済
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
と
の
連
携
強
化
を
含
め
て
市
町
村
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
の
取
組
を
推
進
す
る

こ
と
や
、
Ｊ
Ｇ
Ｅ
Ｐ
Ａ
及
び
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い

う
。）
の
機
能
強
化
等
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
で ▲資料１

第第６６次次男男女女共共同同参参画画基基本本計計画画
（令和８年３月13日閣議決定）

＜第６次計画の位置づけ・構成等＞

○男女共同参画社会基本法（平成11年法律第78号）に基づき、施策の総合的か
つ計画的な推進を図るため、男女共同参画社会の形成の促進に関する基本的
な計画として策定

○第６次計画の構成は、以下のとおり

第１部 基本的な方針

第２部 政策編

➢ 12の個別分野及び「男女共同参画社会の実現に向けた推進体制の整備・強化」 に
ついて、それぞれ以下を定める。

・令和17年度末までの「基本認識」

・令和12年度末までを見通した「施策の基本的方向」と「具体的な取組（施策）」

➢ 各分野において掲げる具体的な取組を実施することによって、政府全体で達成を
目指す水準である「成果目標」等を設定。

男女共同参画・女性活躍における男女共同参画・女性活躍における
地域政策について地域政策について

内閣府男女共同参画局参事官（地域政策担当）内閣府男女共同参画局参事官（地域政策担当）

柱のテキスト変数
月 日 号数
7 6 3365

第3365号5　2026年（令和 8年） 7月 6日

政　策
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は
、
市
町
村
男
女
共
同
参
画
計
画
の
策
定

が
努
力
義
務
と
さ
れ
て
お
り
、
六
次
計
画

の
内
容
も
踏
ま
え
た
計
画
の
策
定
・
見
直

し
を
お
願
い
し
ま
す
。
内
閣
府
で
は
、
本

年
三
月
に
、
六
次
計
画
に
基
づ
く
取
組
の

推
進
に
つ
い
て
各
都
道
府
県
知
事
に
対
し

通
知
を
発
出
し
、管
内
市
町
村
に
お
い
て
、

六
次
計
画
を
勘
案
し
て
、
市
町
村
男
女
共

同
参
画
計
画
を
策
定
し
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
主
体
的
に
数
値
目
標
を
設
定
す
る

な
ど
、
具
体
的
な
取
組
を
積
極
的
に
進
め

る
よ
う
周
知
す
る
と
と
も
に
、
地
方
計
画

を
策
定
し
て
い
な
い
市
町
村
へ
の
働
き
か

け
を
行
う
こ
と
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
Ｊ

Ｇ
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
提
供
す
る
地
域
の
統
計
デ
ー

タ
等
も
活
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
実
情
に

沿
っ
た
実
効
性
の
あ
る
計
画
が
策
定
で
き

る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

３３　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
も
総
合
的
な

施
設
と
し
て
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

応
じ
た
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
法
律
上
の
位
置
付
け
が
な
か
っ
た
た

め
、
庁
内
に
お
い
て
財
政
当
局
か
ら
の
理

解
が
得
難
い
こ
と
、
人
員
体
制
・
予
算
等

の
地
域
間
格
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
等
か

ら
、
法
定
化
を
求
め
る
意
見
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
本
年
四
月
に
本

格
施
行
さ
れ
た
改
正
法
に
お
い
て
、

セ
ン
タ
ー
が
関
係
者
の
連
携
・
協
働

の
拠
点
と
し
て
明
確
に
位
置
付
け
ら

れ
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
に

対
し
て
は
、
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
担

う
体
制
を「
単
独
で
又
は
共
同
し
て
」

確
保
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
が
規

定
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
に
期
待
さ
れ
る
役
割
と

し
て
特
に
重
要
な
の
は
、
企
業
や
経

済
団
体
等
と
連
携
・
協
働
し
、
地
域

に
お
け
る
女
性
活
躍
の
実
質
的
な
拠

点
と
な
る
こ
と
で
す
。内
閣
府
で
は
、

本
年
一
月
に
「
男
女
共
同
参
画
セ
ン

▲資料２

▲資料３

○女性の参画

＜第６次計画のポイント＞

➢ 【 well-being 】あらゆる分野における意思決定に女性が参画するなど、
男女共同参画・女性活躍に係る取組を推進（多様な幸せ（well-being）の
実現に資する）

➢ 【 健 康 】女性の健康総合センターを司令塔とした女性の健康相談
支援体制の構築・強化、生活の質の向上を目指したフェムテックの推進

➢ 【テクノロジー】男女共同参画の視点をテクノロジー施策に反映、テクノ
ロジーの恩恵を誰もが享受できるよう利活用を支援

➢ 【 地 域 】地域における男女共同参画を推進し、地域社会の活力を
高める

○固定的な性別役割分担意識による女性への家事・育児等の負担の偏り等を背
景に、依然として、両立のしづらさや特に女性の着実なキャリア形成が困難
な状況があることを踏まえ、以下のとおり取り組む。

➢ 「2020年代の可能な限り早期に指導的地位に占める女性の割合が30％程度
となること」を引き続き目指し、取組を強化

男女共同参画センターの業務及び運営についてのガイドライン
令和７年６月 （独）男女共同参画機構法・整備法の成立 ⇒ 男女共同参画社会基本法を改正し、「男女共同参画センター」を法定化

・男女共同参画センターを、関係者相互間の連携と協働を促進するための拠点として位置付け

・地方公共団体に、センターの機能を担う体制を単独又は共同で確保する努力義務

・男女共同参画機構がセンターを支援し、関係者と連携して施策を推進するための中核的な機関としての役割を果たすこと

・センターとしての機能を担う者に、業務を行うに当たって男女共同参画機構と密接に連携する努力義務

センターの基本的考え方や業務及び運営についての留意点等を示すとともに、機構との連携・協働の在り方等を示す技術的助言として

「男女共同参画センターの業務及び運営についてのガイドライン」を策定・公表（令和８年１月）※別途「男女共同参画センターの取組事例集」を作成

・センター職員等への研修の
実施・研修コンテンツの提供

・センター運営に関する基本
的データの調査や優良事例
の横展開

・センター間の情報共有や意
見交換の場の提供

・センターによる「見える化」
の取組への支援（調査手法
の開発、相談への対応など）

・各センターが把握した課題、
ニーズ等の収集・整理・分析

・センターの事業実施に資す
る人材バンクの作成・情報提
供

男女共同参画機構 地方公共団体（男女共同参画センター）

○地域の課題及びニーズの把握

○広報・啓発、講座・研修

○人材の確保・育成

○業務のデジタル化・個人情報保護等

○施設の設置についての留意点

○効果検証等

○地域の課題解決のための企画立案等への参画

○相談対応

○様々な関係者との連携

・地域においてどのような分野でどのような男女間格差が存在す
るのか等を掘り起こし、分析
・男女共同参画の観点から、地域住民が直面する悩みや問題、セン
ターに対するニーズ等をきめ細かく把握

・男女共同参画をわかりやすく伝えていく情報発信の拠点。資料や
情報の収集・整理や、調査結果の公表等
・女性活躍・男女共同参画を推進し、地域の課題の解決に資する講
座・研修の実施

・地方公共団体の男女共同参画部局の施策に必要な助言等。
・先駆的なパイロット事業の展開。
・女性活躍・男女共同参画の観点からの、地域課題の解決に向けた
施策の検討への寄与

・男女間の格差に起因する地域住民の相談に寄り添い、必要な支
援につなげるなどの対応
・蓄積された相談の内容や傾向を整理・分析を行い、地域の男女共
同参画に関する課題把握に貢献

・連携・協働の拠点として、地域の経済団体、企業、自治会、NPO
等や、地方公共団体の産業部局、 地域振興部局、相談支援機関等
と連携

・職員の効果的・継続的な資質の向上や健康に配慮した勤
務環境等、能力と業務に見合った処遇に配慮

・デジタル技術の徹底活用による業務の効率化
・個人情報保護と関係者相互の連携のバランスを図るた
め、個人情報の取扱いについて業務マニュアル等を策定

・男女共同参画センターが主催する事業については、常に
地域の男女共同参画社会の形成を促進する上でどのよう
な意義があるのかを意識するとともに、住民に対する説
明責任を果たせるよう十分に留意
・女性活躍・男女共同参画の推進という本来の目的の達成
に真に資する取組に重点を置いた事業展開を行うため、
不断に事業内容を検証し、見直しを図る必要

・必ずしもセンター単独の施設が必要というものではなく、
既存の施設に男女共同参画センターの名称・機能を付与
することも考えられるが、単独の施設を置く方が利用者
にとってよりよい環境となる場合がありうる

・都道府県と市町村、近隣市町村間での共同設置のほか、
近隣センター間での役割分担による連携も可能

○地方公共団体間の連携の在り方

2026年（令和 8年） 7月 6日　6第3365号

政　策
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タ
ー
に
お
け
る
業
務
及
び
運
営
に
つ
い
て

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

小
規
模
な
町
村
に
お
い
て
は
、
単
独
で
の

セ
ン
タ
ー
体
制
確
保
が
難
し
い
実
情
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
に
求
め
ら

れ
る
機
能
を
ど
の
よ
う
な
形
で
確
保
す
る

か
に
つ
い
て
は
、地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、

既
存
の
施
設
の
活
用
、
都
道
府
県
と
の
連

携
、
近
隣
市
町
村
と
の
広
域
連
携
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
策
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
改

正
法
に
お
け
る
「
共
同
し
て
」
と
い
う
規

定
も
踏
ま
え
、
都
道
府
県
と
も
十
分
に
相

談
・
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
体
制
の
構
築
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
、
地
域
女
性
活

躍
推
進
交
付
金
等
を
通
じ
て
も
、
皆
さ
ま

の
取
組
を
後
押
し
し
て
い
く
考
え
で
す
。

４４　　

��

独
立
行
政
法
人
男
女
共
同
参
画

独
立
行
政
法
人
男
女
共
同
参
画

機
構
（
Ｊ
Ｇ
Ｅ
Ｐ
Ａ
）

機
構
（
Ｊ
Ｇ
Ｅ
Ｐ
Ａ
）

Ｊ
Ｇ
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
、
本
年
四
月
、
地
方
公

共
団
体
を
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
中

核
的
な
機
関
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。「
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
、
ま
た
各

地
の
セ
ン
タ
ー
を
強
力
に
支
援
す
る
「
セ

ン
タ
ー
オ
ブ
セ
ン
タ
ー
ズ
」
と
し
て
機
能

し
ま
す
。
特
に
人
員
や
専
門
的
ノ
ウ
ハ
ウ

が
限
ら
れ
る
町
村
に
と
っ
て
、
Ｊ
Ｇ
Ｅ
Ｐ

Ａ
は
強
力
な
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
①
全
国
の
セ
ン
タ
ー
が

知
見
を
共
有

で
き
る
情
報

プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の

構
築
、
②
都

道
府
県
・
市

町
村
別
の
統

計
デ
ー
タ
の

整
理
・
分
析
・

提
供
に
よ
る

地
域
課
題
の

「
見
え
る
化
」、

③
自
治
体
職

員
向
け
研
修

の
量
と
質
の

充
実
、
④
有

識
者
の
紹
介
・

派
遣
な
ど
、

町
村
単
独
で
は
実
施
が
難
し
い
部
分
を
補

完
し
、
支
援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

早
速
、
理
事
長
・
理
事
自
ら
全
国
各
地

を
訪
問
し
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
を

進
め
て
お
り
、
自
治
体
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
に
対
応
す
る
専
門
窓
口
も
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
ぜ
ひ
Ｊ
Ｇ
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
機
能
を
大
い

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

５５　　

��

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
参
事

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
参
事

官
（
地
域
政
策
担
当
）

官
（
地
域
政
策
担
当
）

意
思
決
定
の
場
に
お
け
る
女
性
参
画
の

拡
大
、
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
の

解
消
、
女
性
の
視
点
か
ら
の
防
災
対
応
な

ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
身
近
な
と
こ
ろ

に
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
、
そ
の
様
相

は
地
域
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
取
組
を
進
め
る
た
め
に
は
、

き
め
細
か
な
対
応
が
不
可
欠
で
す
。

参
事
官
（
地
域
政
策
担
当
）
は
、
こ
う

し
た
地
域
に
お
け
る
取
組
を
一
層
強
化
す

る
た
め
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
町
村

会
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
町
村
の
皆
さ
ま

と
問
題
意
識
を
共
有
し
、
取
組
を
後
押
し

し
て
い
き
ま
す
。
職
員
が
各
町
村
の
皆
さ

ま
と
顔
の
見
え
る
関
係
を
つ
く
り
、
伴
走

支
援
を
行
い
、
蓄
積
さ
れ
る
知
見
や
先
進

事
例
を
地
域
に
届
け
ま
す
。

な
お
、
男
女
共
同
参
画
推
進
に
係
る
地

方
交
付
税
措
置
に
つ
い
て
、
町
村
分
は
普

通
交
付
税
の
企
画
調
整
費
の
中
で
所
要
額

が
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
措
置

を
踏
ま
え
、
庁
内
に
お
け
る
必
要
な
予
算

の
確
保
を
検
討
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地

域
女
性
活
躍
推
進
交
付
金
等
を
積
極
的
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

⚫ 国の実施体制を強化するため、女性活躍・男女共同参画に関する施策を総合的に行う「ナショナルセン
ター」としてJGEPAを令和８年４月1日に設立する。

⚫ また、JGEPAに「センターオブセンターズ」としての機能を付与し、地域における諸課題の解決に取り組む
各地のセンター等を強力に支援することで、女性が活躍でき、暮らしやすい地域づくりを後押しする。

企業・商工会議所

大学等

自治会等

地方公共団体
《センター》

各地域課題・ニーズ等に
関するデータを集約・分析し

「見える化」

国
（内閣府
及び文部
科学省）

JGEPA

◆ 知見・ノウハウの提供、助言、情報発信
◆ 機構及びセンター相互間の情報交換

のためのプラットフォームを構築
（ネットワーク形成）

◆ センター職員を対象とした研修実施
（人材育成）

◆ 企業・学校等を対象とした研修プログ
ラムの開発

◆普及啓発

◆調査研究

◆国際事業

◆アーカイブ事業

国の企画立案に基づき事業を実施

ナショナル
センター

センターオブセンターズ

◆企業等に対し、女性が働きやすい環境の整備に向け、アドバイスや相談対応

◆女性の起業支援等の取組を通じた、地域における女性の活躍の促進

◆地域の課題や事業ニーズ等を的確に調査・把握

地域における関係者相互間の連携
と協働を促進するための拠点

センターを強力に
バックアップ

地域の多様な主体の連携・協働による地域経済の発展

男女共同参画機構（JGEPA）による地域における女性活躍の推進の支援

▲資料４

▲資料５

独立行政法人男女共同参画機構を設立する。

①広報・啓発活動
・男女共同参画社会の形成に関する国民の理解を深めるための
広報・啓発活動を行う。

②ネットワーク形成
・地域の実情に応じて男女共同参画社会の形成を促進していく
ため、男女共同参画センターを拠点としたネットワーク形成を
支援する。

③研修
・施設設置型法人とせず、全国各地におけるアウトリーチ型研修
や、オンラインでの研修、研修・教育プログラムの提供などを行
う。

業務内容

独独立立行行政政法法人人男男女女共共同同参参画画機機構構法法 概概要要

法律の趣旨

男女共同参画社会基本法の施行から25年、我が国の男女共同参画の現状を見ると、意思決定過程への女性の参
画、女性の経済的自立等、なお一層の努力が必要とされている。
こうした現状に鑑み、国の実施体制を強化するため、男女共同参画に関する施策を総合的に行う「ナショナルセン

ター」として独立行政法人男女共同参画機構を新設する。
また、同機構に「センターオブセンターズ」としての機能を付与し、地域における諸課題の解決に取り組む各地の男

女共同参画センター等を強力に支援することで、女性に選ばれる地方づくりを後押しする。

法律の概要

施行期日

令和８年４月１日（独立行政法人男女共同参画機構の設立の準備に係る規定等は公布の日）

④専門的な調査及び研究
・各地の男女共同参画センターが把握する地域の男女共同参
画に関する課題等の把握・分析を行うとともに、データベー
スを構築する。

⑤情報及び資料の収集、整理及び提供
・地域における男女共同参画社会の形成の促進に係る取組の
好事例等の収集・提供、各地域の男女共同参画に関する課題
等の情報の整理・提供を行う。

⑥各地の男女共同参画センター等に対する助言
・各地の男女共同参画センターにおける個別事業の実施方法
や、関係機関との連携方法など、①～⑤の業務に関するアド
バイスを行う。

内閣総理大臣及び文部科学大臣（文部科学大臣は女性教育に関する業務に係る事項に限る）とする。

主務大臣
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６６　

お
わ
り
に

　

お
わ
り
に

「
女
性
が
活
躍
で
き
、
暮
ら
し
や
す
い

地
域
づ
く
り
」
は
、
女
性
の
経
済
的
自
立

や
多
様
な
働
き
方
の
実
現
に
つ
な
が
る
だ

け
で
な
く
、
多
様
な
視
点
に
よ
る
地
域
課

題
の
解
決
や
、
地
域
経
済
の
活
力
向
上
に

も
資
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
多
く
の

町
村
が
直
面
す
る
若
年
層
の
大
都
市
圏
へ

の
転
出
超
過
傾
向
を
緩
和
し
、
地
域
の
持

続
可
能
性
を
高
め
る
た
め
の
重
要
な
鍵
で

も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
地
域
の
状
況
を
デ
ー
タ
や
住

民
の
声
か
ら
把
握
し
、
既
存
の
取
組
や
施

設
、
人
材
を
活
か
し
な
が
ら
、
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
内
閣
府
と
Ｊ
Ｇ
Ｅ
Ｐ

Ａ
は
、
都
道
府
県
や
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携

し
、
全
国
の
町
村
の
実
情
に
丁
寧
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
皆
さ
ま
の
取
組
を
支
え
て

ま
い
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
参
事
官
（
地

域
政
策
担
当
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３-

６
２
５
７-

１
３
５
５

M
A
IL

：g.chiiki-seisaku@
cao.go.jp

独
立
行
政
法
人
男
女
共
同
参
画
機
構
地

域
支
援
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
４
９
３-

５
３-

６
３
４
８

M
A
IL

：m
l.shien@

jgepa.go.jp

内内閣閣府府男男女女共共同同参参画画局局 参参事事官官（（地地域域政政策策担担当当））のの業業務務

内閣府組織令（平成12年政令第245号）
第27条の２ 参事官は、次に掲げる事務をつかさどる。
一 男女共同参画社会の形成の促進を図るために行う地方公共団体からの情報の収集及び地方公共団体

に対する情報の提供に関すること。
二 独立行政法人男女共同参画機構の組織及び運営一般に関すること。
三 前二号に掲げるもののほか、男女共同参画社会の形成の促進に関する事務のうち地域における男女

共同参画社会の形成の促進に関する施策の企画及び立案並びに実施に関すること（男女間暴力対策
課の所掌に属するものを除く。）。

【具体的な取組】
○地方３団体等との連携、都道府県・政令指定都市男女共同参画主管課長等会議の開催

○独立行政法人男女共同参画機構（JGEPA）及び男女共同参画センターの機能強化

○地域女性活躍推進交付金による地方公共団体の取組の支援

○男女共同参画の視点からの防災・復興対応への取組の推進

○自治会等の地域活動における男女共同参画の推進

男男女女共共同同参参画画推推進進にに関関すするる地地方方交交付付税税措措置置ににつついいてて

○ 男女共同参画推進に係る地方交付税措置については、平成19年度から導入された
人口を基本とした「包括算定経費」に算定されている。

○ 平成28年度から、都道府県及び市町村の包括算定経費の単位費用算定基礎として、
女性活躍推進法施行事務（推進計画、協議会等）を踏まえて約７百万円増額措置。

○ 令和７年度、都道府県分については、標準団体（人口170万人）ベースで32百万円を
措置。市町村分については、企画調整費（標準団体（人口10万人）ベースで37百万円）
の中で所要額を措置。

企画費 （細目）男女共同参画推進費 令和７年度

○ 男女共同参画型社会の形成、男女雇用機会均等推進、女性活躍のため

の施策の企画及び調整
32百万円

●都道府県分

●市町村分

標準団体（人口170万人）ベース

企画費 （細目）企画調整費 令和７年度

○ 重要行政の調整・企画・総合調整、国土の利用に関する市町村計画、

地域経済振興のための調査・企画、地域活性化のための情報の収集・

調査・提供及び助言、男女共同参画推進、女性活躍の推進等

37百万円

標準団体（人口10万人）ベース

▲資料６

▲資料７

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　このご案内は概要を説明したものです。詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-73250120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前９時30分～午後５時）

FAXTEL

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　https://www.chisato-ag.co.jp/

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

SJ23-05507（2023.8.1作成）
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１
．�

花
と
鍾
乳
洞
の
島
「
沖
永
良
部

島
・
知
名
町
」

知
名
町
は
、
鹿
児
島
市
か
ら
５
４
６
㎞
南

に
あ
る
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
の
島
・
沖
永
良
部
島

の
南
西
部
に
位
置
し
、
琉
球
文
化
が
色
濃
く

残
る
自
然
豊
か
な
潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
町

で
す
。
町
内
は
21
の
字
（
集
落
）
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
人
口
は
令
和
８
年
４
月
１
日
時

点
で
５
、
１
７
９
人
で
す
。

気
候
は
、
最
高
気
温
31
℃
、
最
低
気
温

13
℃
で
平
均
気
温
22
℃
と
い
う
温
暖
な
気
候

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
年
間
降
水
量
は
１
，

９
０
０
㎜
を
超
え
、
梅
雨
や
台
風
の
時
期
、

特
に
５
～
６
月
や
10
月
に
雨
が
多
い
の
が
特

徴
で
す
。
最
高
標
高
は
、
町
の
中
央
に
位
置

す
る
大
山
の
２
４
０
ｍ
で
、
比
較
的
平
坦
な

地
形
が
多
く
農
地
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

本
町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
、
さ
と
う
き

び
を
主
要
作
物
に
輸
送
野
菜
、
花
き
、
果
樹
、

葉
た
ば
こ
、
肉
用
牛
な
ど
幅
広
い
品
目
が
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
え
ら
ぶ
ゆ
り
と

し
て
も
知
ら
れ
る
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
は
「
か
ご

し
ま
ブ
ラ
ン
ド
」
の
指
定
及
び
「
地
理
的
表

示
（
Ｇ
Ｉ
）」
に
登
録
さ
れ
、
花
の
島
と
し

て
の
知
名
度
を
高
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本

町
の
農
業
生
産
額
の
半
分
を
占
め
る
バ
レ
イ

シ
ョ
は
、
日
本
一
早
く
出
荷
さ
れ
る
「
春
の

さ
さ
や
き
（
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
）」
の
名

で
知
ら
れ
、
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
新
じ
ゃ
が

い
も
と
し
て
島
内
外
で
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
光
で
は
、
昇
竜
洞
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
ケ

イ
ビ
ン
グ
（
洞
窟
探
検
）
が
有
名
で
す
。
県

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
昇
竜
洞
は

柱のテキスト変数
月 日 号数
7 6 3365

▲知名町田皆岬・奄美十景

鹿児島県

知名町

知ち

名な

町ち
ょ
う

鹿
児
島
県

“
ふ
る
さ
と
”と“
ひ
と
”を
つ
な
ぐ“
ま
ち
”
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６
０
０
ｍ
が
一
般
公
開
さ
れ
て
お
り
、
全
体

と
し
て
鍾
乳
石
の
発
達
が
素
晴
ら
し
く
特
に

フ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
は
全
国
最
大
級
を
誇
り
ま

す
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
で
は
、
南
国
特
有
の
強
い

太
陽
の
光
が
、
海
中
深
く
ま
で
届
き
、
カ
ラ

フ
ル
な
海
中
生
物
達
を
描
き
出
し
ま
す
。
珊

瑚
の
種
類
が
豊
富
で
、
魚
影
も
濃
く
、
絶
壁

や
穴
が
無
数
に
あ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
地
形

で
浮
遊
感
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
．
知
名
町
の
歴
史
と
文
化

知
名
町
の
近
代
史
は
、
１
８
７
９
年
（
明

治
12
年
）
の
戸
長
役
場
設
置
か
ら
始
ま
り
、

１
８
８
８
年
（
明
治
21
年
）
に
知
名
村
役
場

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
９
０
８

年
（
明
治
41
年
）
に
和
泊
村
と
区
分
さ
れ
、

１
９
２
０
年
（
大
正
9
年
）
に
は
普
通
町
村

制
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。
戦
後
は
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
の
統
治
下
に
置
か
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
最
中
の
１
９
４
６
年
（
昭
和
21
年
）
9
月

1
日
に
町
制
が
施
行
さ
れ
、
本
年
で
町
制
施

行
80
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま

す
。本

町
の
文
化
と
し
て
、
沖
永
良
部
島
は
か

つ
て
14
世
紀
後
半
〜
１
６
０
９
年
（
約
２
０

０
～
３
０
０
年
間
）
ま
で
琉
球
王
国
の
統
治

下
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
６
０
９
年

（
慶
長
14
年
）
の
島
津
氏
に
よ
る
琉
球
侵
攻

に
よ
り
、薩
摩
藩
の
直
轄
領
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
か
ら
、
町
内
に
は

琉
球
と
薩
摩
の
文
化
が
溶
け
合
い
、
独
自
の

発
展
を
遂
げ
た
伝
統
芸
能
が
数
多
く
存
在
し

ま
す
。

特
に
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
は
、

薩
摩
の
役
人
を
も
て
な
し
た
歴
史
を
持
つ
勇

壮
な
男
踊
り
「
ヤ
ッ
コ
踊
り
」
や
、
３
０
０

年
以
上
前
に
明
国
（
中
国
）
へ
漂
着
し
た
幸こ

う

山や
ま

政ま
さ

孝こ
う

氏
が
伝
え
た
と
さ
れ
る
「
上
平
川
の

大
蛇
踊
り
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
約
３
０

０
〜
３
５
０
年
前
に
琉
球
か
ら
伝
わ
っ
た
と

さ
れ
る
「
瀬
利
覚
の
獅
子
舞
」
は
、
町
指
定

無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
今
に
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。

３
．
知
名
町
の
特
産
品

知
名
町
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
特
産

品
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
そ
の
１
つ

が
「
シ
マ
桑
茶
」
で
す
。
シ
マ
桑
は
古
く
か

ら
島
に
自
生
し
て
き
た
植
物
で
、
糖
の
吸
収

を
抑
え
て
く
れ
る
桑
特
有
の
成
分「
Ｄ
Ｎ
Ｊ
」

等
の
健
康
栄
養
成
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
本
町
で
は
、
健
康
促
進
、
地
域
活
性
化
、

新
た
な
雇
用
創
出
を
テ
ー
マ
に
、
６
次
産
業

化
の
推
進
と
し
て
シ
マ
桑
の
商
品
化
を
実
施

し
ま
し
た
。
シ
マ
桑
は
ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン
で

飲
み
や
す
く
、
島
の
自
然
を
感
じ
ら
れ
る
健

▲ケイビング（洞窟探検）

▲瀬利覚の獅子舞

▲正名のヤッコ踊り

▲テッポウユリ（えらぶゆり）
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康
特
産
品
と
し
て
、
島
内
外
で
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

他
に
も
、
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
芭
蕉
布
も

存
在
し
ま
す
。
芭
蕉
布
は
、
芭
蕉
科
・
糸
芭

蕉
の
茎
の
繊
維
を
使
っ
た
南
西
諸
島
の
伝
統

的
な
織
物
で
す
。
沖
永
良
部
島
は
静
か
な
平

地
で
ハ
ブ
が
お
ら
ず
、
台
風
が
来
て
も
通
り

抜
け
て
い
く
と
い
う
、
芭
蕉
布
に
と
っ
て
最

高
の
条
件
が
揃
っ
た
島
で
す
。
本
町
の
芭
蕉

布
は
、
糸
芭
蕉
の
原
木
栽
培
か
ら
織
に
至
る

ま
で
の
す
べ
て
の
工
程
を
手
作
業
で
行
い
、

染
料
も
島
の
草
木
だ
け
を
使
い
古
く
か
ら
島

に
伝
わ
る
心
技
を
継
承
し
つ
つ
、
よ
り
し
な

や
か
な
風
合
い
を
求
め
て
新
し
い
技
法
を
追

求
し
て
い
ま
す
。
本
町
の
芭
蕉
布
商
品
は
、

軽
く
て
通
気
性
・
肌
触
り
に
優
れ
た
芭
蕉
繊

維
で
制
作
し
た
高
級
品
か
ら
日
常
使
い
の
雑

貨
ま
で
、
幅
広
く
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
．�

知
名
町
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ

ホ
リ
デ
ー

①
人
が
つ
な
が
り
、
島
の
未
来
を
創
る

知
名
町
は
全
国
の
離
島
地
域
と
同
様
に
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
人
材
不
足
と
い

う
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
若
年
層
の
島

外
流
出
や
担
い
手
不
足
は
、農
業
や
建
設
業
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
て
お
り
、
地
域
の
持
続
可
能
性
を

ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い
く
か
が
重
要
な
行

政
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
本
町
で
は
「
交
流
か
ら

定
住
へ
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
関
係
人
口

の
創
出
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
移
住
者
だ

け
で
な
く
、「
地
域
と
継
続
的
に
つ
な
が
る

人
」
を
増
や
す
こ
と
で
、
将
来
的
な
移
住
や

二
地
域
居
住
、
関
係
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ

て
い
く
取
組
で
す
。
そ
の
代
表
的
な
事
業
が

「
知
名
町
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
」

で
す
。

②�
「
ホ
ン
ネ
」
の
「
シ
マ
」
暮
ら
し
を
体
験

す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
事
業

本
町
が
実
施
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

事
業
は
、
都
市
部
の
若
者
が
一
定
期
間
島
に

滞
在
し
、
地
域
で
働
き
な
が
ら
島
暮
ら
し
を

体
験
す
る
取
組
で
す
。
単
な
る
観
光
で
は
な

く
、「
働
く
」「
暮
ら
す
」「
地
域
と
関
わ
る
」

と
い
う
実
体
験
を
通
し
て
、
本
町
と
の
関
係

性
を
深
め
て
移
住
定
住
を
視
野
に
入
れ
た
関

係
人
口
の
創
出
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
進
学
や
就
職
を
機
に
島
を
離
れ
た

若
者
が
戻
る
機
会
は
乏
し
く
、
Ｕ
タ
ー
ン
の

減
少
を
招
き
、
担
い
手
不
足
を
深
刻
化
さ
せ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
若
年
層
（
18
～
29
歳
）

を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
本
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、対
象
者
に
対
し
、

若
者
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
通
し
て
、
島
内
滞
在
時
の
満
足
度
向
上
を

図
り
、
滞
在
時
に
幅
広
い
地
域
交
流
を
行
う

こ
と
に
よ
る
地
域
魅
力
の
最
大
化
を
め
ざ
し

ま
し
た
。

ま
た
、
知
名
町
（
離
島
）
へ
の
興
味
が
あ

る
方
が
島
外
で
も
本
町
と
関
わ
り
を
持
ち
続

け
ら
れ
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
め

ざ
し
ま
し
た
。

受
け
入
れ
先
は
農
業
、
建
設
業
な
ど
地
域

産
業
を
支
え
る
事
業
者
が
中
心
で
、
参
加
者

は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
収
穫
や
農
作
業
、
建
設
現
場

で
の
作
業
補
助
な
ど
を
経
験
し
ま
し
た
。
加

え
て
、
歓
迎
会
や
送
別
会
、
地
域
行
事
へ
の

参
加
、
三
線
教
室
な
ど
、
島
文
化
に
触
れ
る

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
に
実
施
し
た
事
業
で
は
、
２

～
３
月
の
農
繁
期
の
受
け
入
れ
で
全
国
各
地

か
ら
19
歳
か
ら
28
歳
ま
で
の
若
者
15
人
が
参

▲シマ桑茶▲芭蕉布
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加
し
ま
し
た
。
参
加
理
由
は
「
離
島
で
暮
ら

し
て
み
た
か
っ
た
」「
地
域
で
の
働
き
方
を

体
験
し
た
い
」「
自
然
の
中
で
自
分
を
見
つ

め
直
し
た
い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
、

多
く
の
参
加
者
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、「
人

と
の
つ
な
が
り
」
を
求
め
る
思
い
で
し
た
。

実
際
に
参
加
者
か
ら
は
、「
島
の
本
当
の

良
さ
は
人
に
あ
る
と
感
じ
た
」「
初
め
て
会
っ

た
の
に
家
族
の
よ
う
に
接
し
て
く
れ
た
」「
第

二
の
故
郷
が
で
き
た
気
が
す
る
」
と
い
っ
た

感
想
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
る
参
加
者
は
、
畑
仕
事
を
通
し
て
「
自

分
に
も
合
う
仕
事
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ
た
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
別
の
参
加
者
は
、「
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
見
る
時
間
が
減
り
、
自
然
と
デ

ジ
タ
ル
デ
ト
ッ
ク
ス
の
よ
う
な
生
活
に
な
っ

た
」
と
述
べ
、
都
市
部
で
は
得
ら
れ
な
い
時

間
の
流
れ
や
人
と
の
関
係
性
に
魅
力
を
感
じ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
業
終
了
後
も
参
加
者
同
士
や
受
入
事
業

者
と
の
交
流
が
続
い
て
お
り
、
再
訪
を
希
望

す
る
声
も
多
か
っ
た
で
す
。
短
期
間
の
滞
在

で
あ
っ
て
も
「
ま
た
帰
っ
て
き
た
い
」
と
思

え
る
関
係
性
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本

事
業
の
大
き
な
成
果
で
す
。

③
受
け
入
れ
地
域
と
行
政
の
連
携

本
事
業
を
進
め
る
上
で
は
、
地
域
住
民
や

受
入
事
業
者
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
本
町
で
は
、地
域
団
体
や
民
間
事
業
者
、

若
手
有
志
ら
と
連
携
し
な
が
ら
、
受
入
体
制

づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

特
に
農
業
分
野
で
は
、
繁
忙
期
に
お
け
る

人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
参
加
者
に

よ
る
労
働
力
支
援
は
一
定
の
効
果
を
生
み
ま

し
た
。
一
方
で
、
単
な
る
労
働
力
確
保
で
は

な
く
、「
交
流
を
通
じ
て
地
域
の
魅
力
を
知
っ

て
も
ら
う
」
と
い
う
意
識
共
有
を
大
切
に
し

ま
し
た
。

受
入
事
業
者
か
ら
は
、「
若
者
と
の
交
流

が
地
域
の
刺
激
に
な
っ
た
」「
普
段
当
た
り

前
と
思
っ
て
い
た
島
の
良
さ
を
再
認
識
で
き

た
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
、
参
加
者
を
受

け
入
れ
る
こ
と
で
、
地
域
側
に
も
新
た
な
気

づ
き
や
活
力
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

▲農業での就労体験

▲地域交流会▲三線教室

▲建設業での就労体験
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④
関
係
人
口
か
ら
移
住
へ

本
町
で
は
、
関
係
人
口
を
「
移
住
の
前
段

階
」
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。
い
き
な
り
移

住
を
決
断
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
で
す

が
、
ま
ず
は
島
に
来
て
も
ら
い
、
人
や
文
化
、

仕
事
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
域
と
の

心
理
的
距
離
を
縮
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。近

年
で
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
参
加

者
の
中
か
ら
、
将
来
的
な
移
住
や
長
期
滞
在

に
関
心
を
示
す
若
者
も
現
れ
て
い
ま
す
。
参

加
後
に
再
訪
し
た
り
、
地
域
行
事
へ
自
主
的

に
参
加
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
継
続

的
な
関
係
性
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
町
で
は
移
住
相
談
や
空
き
家
活

用
な
ど
、
移
住
支
援
施
策
も
併
せ
て
進
め
て

い
ま
す
。
島
で
の
暮
ら
し
は
、
豊
か
な
自
然

や
人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
一
方
で
、医
療
、

交
通
、
所
得
な
ど
都
市
部
と
は
異
な
る
現
実

も
あ
る
た
め
、
本
町
で
は
「
良
い
面
だ
け
を

伝
え
る
」
の
で
は
な
く
、
実
際
の
暮
ら
し
を

体
感
し
て
も
ら
う
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま

す
。本

事
業
は
、
ま
さ
に
そ
の
“
リ
ア
ル
な
暮

ら
し
”
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。

５
．
お
わ
り
に

人
口
減
少
時
代
に
お
い
て
、
２
０
４
０
年

代
を
境
に
東
京
も
人
口
減
少
を
迎
え
ま
す
。

超
少
子
高
齢
化
社
会
に
突
入
し
て
い
る
日
本

に
お
い
て
、
地
域
間
の
人
材
確
保
が
喫
緊
の

課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
地
域
に
お
け

る
人
材
（
交
流
・
活
用
・
確
保
）
に
お
い
て

重
要
な
の
は
、「
人
を
奪
い
合
う
こ
と
」
で

は
な
く「
地
域
と
関
わ
る
人
を
増
や
す
こ
と
」

だ
と
感
じ
ま
す
。

全
国
的
に
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る

状
態
で
、
地
理
的
な
ハ
ン
デ
が
あ
る
離
島
地

域
で
若
者
人
材
を
確
保
す
る
ハ
ー
ド
ル
は
高

い
で
す
。
し
か
し
、
魅
力
的
な
地
域
資
源
が

豊
富
で
島
な
ら
で
は
の
文
化
や
人
の
温
か
み

の
あ
る
離
島
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、
何
度
も
訪

れ
て
く
れ
る
人
、
地
域
を
応
援
し
て
く
れ
る

人
、
島
を
第
二
の
故
郷
と
し
て
想
っ
て
く
れ

る
人
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
、
都
市
部
に

も
負
け
な
い
知
名
町
の
強
み
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

前
段
で
説
明
し
た
知
名
町
ふ
る
さ
と
ワ
ー

キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
事
業
の
よ
う
に
、
島
外
の

若
者
が
島
で
働
き
、
暮
ら
し
、
人
と
出
会
う

中
で
生
ま
れ
る
感
情
や
記
憶
は
、確
か
な「
つ

な
が
り
」
と
し
て
残
っ
て
い
き
ま
す
。

離
島
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
が
あ
り
、

人
口
規
模
が
小
さ
い
か
ら
こ
そ
、
一
人
ひ
と

り
と
の
距
離
が
近
く
、
深
い
関
係
性
を
築
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
う
す
る
こ
と
で
、「
数
」

に
囚
わ
れ
な
い
「
質
」
が
高
い
担
い
手
の
確

保
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

本
町
は
こ
れ
か
ら
も
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
関
係
人
口
の
創

出
と
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
町
制
施
行
80
周
年
と
い
う

節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
町
民
を
は
じ
め
、

島
外
で
暮
ら
す
知
名
町
を
愛
す
る
方
々
と
も

手
を
取
り
合
っ
て
、
町
の
歴
史
や
文
化
を
次

世
代
へ
継
承
し
て
い
き
ま
す
。

�

企
画
振
興
課　

吉
田　

雄
輝
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各部門の優勝クルーが出場する
全国大会は２年連続男女総合優勝！

全国926町村には、それぞれにその場所ならではの輝く資源があります。
そのまち、そのむらが、今発信したい魅力を紹介していきます。

まちむらの魅力発信！

　
東
郷
町
で
は
毎
年
10
月
に
町
民
レ
ガ
ッ
タ

（
ボ
ー
ト
競
技
大
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
会

場
と
な
る
愛
知
池
は
愛
知
用
水
の
調
整
池
。
７

レ
ー
ン
、
１
０
０
０
ｍ
を
有
す
る
ボ
ー
ト
競
技

場
で
も
あ
り
、
風
の
影
響
が
少
な
く
、
全
国
か

ら
ボ
ー
ト
競
技
者
が
集
ま
る
「
中
日
本
レ
ガ
ッ

タ
」
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
94
年
に
は

国
民
体
育
大
会
が
行
わ
れ
、
翌
年
か
ら
の
町
民

レ
ガ
ッ
タ
開
催
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
２
０
２
５
年
の
第
31
回
大
会
に
は
合
計
１
０

２
ク
ル
ー
、
約
６
０
０
人
が
参
加
。「
町
民
レ

ガ
ッ
タ
で
は
チ
ー
ム
の
中
で
動
き
を
そ
ろ
え
て

漕
ぐ
の
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
で
す
。
初

心
者
で
も
何
回
か
練
習
す
れ
ば
で
き
る
の
で
、

町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
一
度
体
験
し
て
も

ら
い
た
い
。
や
っ
て
み
る
と
楽
し
い
で
す
よ
」

と
自
身
も
高
校
で
ボ
ー
ト
部
だ
っ
た
と
い
う
東

郷
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
の
関
口
さ
ん
。

町
で
は
体
験
会
も
実
施
し
、
ボ
ー
ト
の
普
及
に

努
め
て
い
ま
す
。

初
心
者
で
も
参
加
で
き
る

ボ
ー
ト
競
技
大
会

スポーツ

Vol.9

東
郷
町
の

  

町
民
レ
ガ
ッ
タ

東
郷
町
の

  

町
民
レ
ガ
ッ
タ

と
う

ご
う
ち
ょ
う

愛知県愛知県

身
が
ふ
っ
く
ら
と
し
た

プ
リ
プ
リ
の
土
用
し
じ
み

食　
茨
城
町
の
東
端
に
位
置
す
る
涸
沼
。
ヤ
マ
ト

シ
ジ
ミ
が
生
息
し
、
江
戸
時
代
か
ら
和
船
に
よ

る
シ
ジ
ミ
漁
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
涸
沼
は
町
を
東
西
に
流
れ
る
涸
沼
川
の
一
部

が
横
長
に
ふ
く
ら
ん
だ
よ
う
な
形
。
約
６
０
０

０
年
前
、
海
水
面
が
上
昇
し
た
こ
と
で
入
江
の

出
口
が
土
砂
で
ふ
さ
が
れ
、
形
成
さ
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
涸
沼
川
の
下
流
は
一
級
河
川

の
那
珂
川
に
合
流
し
、
満
潮
時
に
は
川
を
逆
流

し
て
大
量
の
海
水
が
流
れ
込
み
ま
す
。
こ
の
栄

養
分
が
豊
富
な
海
水
に
よ
っ
て
、
粒
の
大
き
い

シ
ジ
ミ
が
育
つ
の
で
す
。シ
ジ
ミ
漁
の
特
徴
は
、

「
５
ｍ
く
ら
い
の
竿
の
先
に
金
属
製
の
籠
を
付

け
、
竿
を
船
べ
り
に
当
て
て
風
と
潮
の
力
で
押

し
出
す
よ
う
に
し
て
底
を
掻
く
こ
と
」
と
大
涸

沼
漁
業
協
同
組
合
専
務
理
事
の
石
崎
豊
彦
さ

ん
。
６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
の
「
土
用
し
じ

み
」
と
、
12
月
か
ら
２
月
の
「
寒
し
じ
み
」
が

旬
で
、
特
に
美
味
し
い
の
だ
そ
う
で
す
。

茨
城
町
の

　涸
沼
の
し
じ
み

茨
城
町
の

　涸
沼
の
し
じ
み

い
ば
ら

きひ

ぬ
ま

ま
ち

シジミ稚貝の種苗放流を行うなど
資源保護にも取り組む。

茨城県茨城県

　
奥
出
雲
町
で
は
約
１
４
０
０
年
前
か
ら
、
こ

の
地
で
と
れ
る
砂
鉄
と
木
炭
を
使
い
、
粘
土
の

炉
で
鉄
を
生
産
す
る
「
た
た
ら
製
鉄
」
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
山
を
切
り
崩
し
て
砂
鉄
を
採

掘
し
た
跡
地
は
、
現
在
、
美
し
い
棚
田
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
棚
田
で
は
、
採
掘
用
に
使
わ
れ
た
水
路
や
た

め
池
を
農
業
用
に
再
利
用
。
鉄
の
運
搬
用
に
飼

育
し
て
い
た
牛
の
糞
は
棚
田
の
肥
料
と
し
て
使

い
、
ブ
ラ
ン
ド
米
「
仁
多
米
」
を
生
産
す
る
良

田
に
。
ま
た
、
木
炭
を
作
る
た
め
の
山
の
木
は

約
30
年
周
期
で
伐
採
。
こ
の
よ
う
に
う
ま
く
資

源
を
循
環
さ
せ
な
が
ら
農
業
を
行
っ
て
き
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
、
２
０
２
５
年
に
世
界
農
業
遺

産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。「
世
界
で
認
め
ら
れ

た
こ
と
は
町
の
誇
り
」
と
奥
出
雲
町
商
工
観
光

課
の
石
原
さ
ん
。
町
で
は
棚
田
の
景
観
を
維
持

し
、
後
世
に
伝
え
る
べ
く
、
保
全
・
継
承
す
る

と
と
も
に
、
未
来
へ
つ
な
げ
て
い
く
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。

牛を大切に育てる技術もあり、
「奥出雲和牛」としてブランド化。

た
た
ら
製
鉄
が
生
み
出
し
た

美
し
い
棚
田
の
原
風
景

農 業

奥
出
雲
町
の

　世
界
農
業
遺
産

お
く

い
ず
も

ち
ょ
う

奥
出
雲
町
の

　世
界
農
業
遺
産

島根県島根県
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M
y
u
s
y

M
y
u
s
y
（
ミ
ュ
ー
シ
ー
）

（
ミ
ュ
ー
シ
ー
）

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　

岩
手
町
は
、
東
部
に
北
上
山
地
、
西
部
に

奥
羽
山
脈
を
有
し
、
町
の
中
央
部
分
に
は
本

町
に
源
泉
の
あ
る
北
上
川
が
流
れ
て
い
る
町

で
、
昨
年
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
町
の
P
R

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
町
特
産
品
の
春
系
キ
ャ
ベ

ツ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
た
ま
な
ぼ
う
や
」
と

町
特
産
品
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
「
ブ
ル
ベ
リ
ー
ナ
」
の
2
体
が
稼
働
し
て

い
ま
す
。
2
0
0
7
年
に「
石
神
の
丘
美
術
館
」

で
開
催
さ
れ
た
「
岩
手
町
博
覧
会
」
の
一
企
画

と
し
て
制
作
さ
れ
た
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
し
た
が
、
町
民
か
ら
も
好
評
だ
っ
た
た

め
、町
の
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
で
着
ぐ
る
み
が

お
披
露
目
さ
れ
て
か
ら
は
、
秋
の
「
岩
手
町
産

業
ま
つ
り
」
や
冬
の
「
岩
手
町
ま
ん
ぷ
く
そ
ば

フ
ェ
ス
タ
」
等
、
町
主
催
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
立
高
校
の
公
式

動
画
に
出
演
す
る
な
ど
、
広
く
町
民
か
ら
愛

さ
れ
て
い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。

　

葉
山
町
は
、
三
浦
半
島
の
西
北
部
に
位
置

し
、
南
北
約
4
㎞
に
及
ぶ
美
し
い
海
岸
線
は
、

「
日
本
の
渚
・
百
選
」
に
も
選
定
さ
れ
、
海
水

浴
や
磯
遊
び
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
に
多
く
の

人
が
訪
れ
る
「
近
代
日
本
ヨ
ッ
ト
発
祥
の
地
」

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
美
し
い

海
辺
の
町
・
葉
山
町
に
2
0
1
8
年
に
誕
生

し
た
「
M
y
u
s
y
（
ミ
ュ
ー
シ
ー
）」
は
、

ア
オ
ウ
ミ
ウ
シ
が
モ
チ
ー
フ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
を
は
じ
め
と
す

る
海
の
環
境
を
守
る
活
動
を
応
援
し
て
い
ま

す
。「
ク
リ
ー
ン
葉
山
」
や
「
新
春
の
集
い
」

と
い
っ
た
町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
、

町
全
体
が
ア
ー
ト
空
間
に
な
る
「
葉
山
芸
術

祭
」
に
も
毎
年
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
ほ

か
、「
は
や
ま
エ
シ
カ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
」
に
も

参
加
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
4
年
葉
山
町
制

1
0
0
周
年
P
R
大
使
と
な
り
、
そ
の
活
躍

を
通
じ
て
2
0
2
5
年
7
月
か
ら
は
葉
山
町

P
R
大
使
に
就
任
し
、
葉
山
町
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
ま
す
。

町産のごちそうを食べることが趣味とい
うほど食いしん坊なホルスタインの男の
子。特に別海ジャンボホタテバーガーと
牧草サラダが大好物。漁師だが早起きは
ちょっぴり苦手。新酪農村展望台や野付
半島で雄大な景色を眺めるのも大好き。

たまなぼうや（写真左）：永遠の10歳。が
んばり屋で好奇心旺盛な男の子。みんなを
巻き込む力がある。特技は音楽に乗り踊る
こと。ブルベリーナ（写真右）：永遠の8歳。
明るくおしゃれで活発な女の子。負けず嫌
い。特技はにっこりスマイル。

のんびり屋でちょっとオチャメな癒や
し系。うれしくなるとお尻からシャボ
ン玉を出す。趣味はマリンスポーツや
アートだが、全力疾走は苦手。葉山の
「わかめ」と「ひじき」が大好物で、
好きな言葉は「ファンタジー！」。

　

北
海
道
東
部
に
位
置
す
る
別
海
町
は
、
大

平
原
の
牧
歌
的
な
風
景
が
広
が
る
一
方
、
日
本

最
大
の
砂さ

嘴し

で
あ
る
野
付
半
島
や
汽
水
湖
の

風
蓮
湖
を
有
す
る
自
然
豊
か
な
町
で
す
。
町

の
基
幹
産
業
が
酪
農
と
水
産
業
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
両
方
を
P
R
で
き
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
「
別
海
り
ょ
ウ
シ
く
ん
」
が

2
0
1
3
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。「
牛
」
を
モ

チ
ー
フ
に
、
胴
長
を
履
い
て
、
頭
に
ね
じ
り
鉢

巻
き
を
巻
い
た
漁
師
ス
タ
イ
ル
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、町
の
特
産
品
で
あ
る
「
別
海
牛
乳
」「
北

海
シ
マ
エ
ビ
」「
西
別
鮭
」「
野
付
産
ホ
タ
テ
」

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
お
友
だ
ち
と
一
緒
に
別
海

町
の
魅
力
を
P
R
し
て
い
ま
す
。
町
公
認
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
も
認
定
さ
れ
て
い
て
、5
月
の「
西

公
民
館
こ
ど
も
ま
つ
り
」
の
ほ
か
、7
月
の
「
尾

岱
沼
え
び
ま
つ
り
」、
秋
の
「
別
海
町
産
業
祭
」

や
「
あ
き
あ
じ
ま
つ
り
」
等
、
町
内
の
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
て
別
海

町
の
観
光
P
R
に
励
ん
で
い
ま
す
。

※�

各
種
イ
ベ
ン
ト
は
、
漁
獲
量
が
極
端
に
少
な
い
場
合
な
ど
、

開
催
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

柱のテキスト変数
月 日 号数
7 6 3365

別
海
り
ょ
ウ
シ
く
ん

別
海
り
ょ
ウ
シ
く
ん

た
ま
な
ぼ
う

た
ま
な
ぼ
う
やや
・・
ブ
ル
ベ
リ
ー
ナ

ブ
ル
ベ
リ
ー
ナ

Vol.195

北
海
道
別べ

つ

海か
い

町ち
ょ
う

神
奈
川
県
葉は

山や
ま

町ま
ち

岩
手
県
岩い

わ

手て

町ま
ち

岩
手
町
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

別
海
町
観
光
協
会
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

葉
山
町
P
R
大
使

神奈川県葉山町

北海道別海町

岩手県岩手町

べ
つ
　  

か
い
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窓
を
開
け
る
と
、
土
と
家
畜
の
匂
い
が

広
が
り
ま
す
。
森
に
入
る
と
、
樹
々
と
大

地
の
香
り
に
包
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
単

な
る
自
然
の
気
配
で
は
な
く
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
を
支
え
、
冬
を
暖
め
、
未
来
へ
と

つ
な
ぐ
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。上
士
幌
町
は
、

こ
の
よ
う
な
「
い
の
ち
の
か
お
り
」
に
満

ち
た
、
循
環
す
る
力
を
持
つ
ま
ち
で
す
。

北
海
道
十
勝
の
北
部
に
位
置
す
る
上
士

幌
町
は
、
広
大
な
自
然
環
境
と
農
業
を
基

盤
に
発
展
し
て
き
た
人
口
約
４
、
７
０
０

人
の
町
で
す
。
日
本
一
広
い
ナ
イ
タ
イ
高

原
牧
場
に
象
徴
さ
れ
る
雄
大
な
景
観
や
、

全
国
か
ら
多
く
の
来
訪
者
を
集
め
る
熱
気

球
イ
ベ
ン
ト
、
鉄
道
産
業
遺
産
で
あ
り
季

節
に
よ
っ
て
姿
を
変
え
な
が
ら
朽
ち
て
い

く
タ
ウ
シ
ュ
ベ
ツ
川
橋
梁
な
ど
、
地
域
資

源
を
活
か
し
た
観
光
振
興
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
契
機
と

し
て
多
く
の
共
感
と
つ
な
が
り
を
育
み
、

「
関
係
人
口
」
の
創
出
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
医
療
・
福
祉
・
教
育
と
い
っ

た
生
活
基
盤
の
充
実
に
加
え
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
や
関
係
人
口
の
拡

大
を
図
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
あ

わ
せ
て
、
農
業
の
高
度
化
や
観
光
の
高
付

加
価
値
化
、
新
産
業
の
創
出
に
よ
り
、
地

域
経
済
の
自
立
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
組
は
全
国
的
に
も
高
く
評

価
さ
れ
、
令
和
2
年
に
は
第
4
回
ジ
ャ
パ

ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
内
閣
官
房
長
官
賞

を
受
賞
し
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
に
も

選
定
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
令
和
4
年
に
は
、

第
1
回
脱
炭
素
先
行
地
域
に
選
ば
れ
、
地

域
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
の
特
徴
的
な
取
組
の
一
つ
が
、
農

業
・
酪
農
か
ら
生
じ
る
家
畜
ふ
ん
尿
を
活

用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
す
。
地
域
内

で
発
生
す
る
資
源
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、
町
内
で
消
費
す
る

電
力
の
１
０
０
％
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
賄
う
体
制
を
構
築
し
、
電
力
の
地

産
地
消
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
例

は
、
環
境
と
経
済
の
好
循
環
を
生
み
出
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ー
（
循
環
経
済
）
の
モ
デ
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。

脱
炭
素
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

は
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
太
陽
光
発
電
の

普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。
役
場
の
改
修
や

町
民
ホ
ー
ル
の
新
築
で
は
、
太
陽
光
発
電

を
主
電
源
と
し
、
木
質
バ
イ
オ
暖
房
や
井

水
冷
房
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
フ
ル
Ｚ
Ｅ

Ｂ
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ

ル
）
化
を
め
ざ
し
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
次
世
代
技
術
の
導
入
に
も
積

極
的
で
す
。
レ
ベ
ル
４
の
自
動
運
転
バ
ス

の
実
証
運
行
や
、
全
国
初
と
な
る
レ
ベ
ル

３
・
５
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
物
流
実
験

な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
課
題
の
解
決
と
新

た
な
価
値
創
出
を
図
っ
て
い
ま
す
。「
不

安
・
不
便
・
不
利
」
と
い
っ
た
地
方
の
課

題
に
対
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
で

都
市
と
地
方
の
格
差
是
正
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

移
住
・
定
住
施
策
や
子
育
て
支
援
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
医
療
費
や
保
育
料

の
軽
減
、
教
育
環
境
の
充
実
な
ど
、
若
い

世
代
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

を
着
実
に
進
め
て
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

令
和
2
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
65
年
ぶ
り

と
な
る
人
口
増
加
を
達
成
し
ま
し
た
。

「
脱
炭
素
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」「
デ
ジ
タ
ル
」

は
国
際
社
会
が
抱
え
る
重
要
課
題
で
あ
る

と
同
時
に
、
本
町
が
地
域
資
源
と
し
て
強

み
を
持
つ
分
野
で
す
。
こ
れ
ら
三
位
一
体

を
成
長
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
、
地
方
創

生
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
本
町
は
今
年

度
、「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
」
の
モ

デ
ル
自
治
体
と
し
て
、
新
た
な
地
方
創
生

の
段
階
へ
と
踏
み
出
し
ま
し
た
。
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
登
録
制
度
に
よ
り
、

地
域
と
の
接
点
を
日
常
的
に
持
ち
続
け
ら

れ
る
仕
組
み
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
観

光
、
農
業
体
験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
へ

の
参
加
を
通
じ
て
、
関
係
人
口
が
主
体
的

に
地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
環
境
を
創
出
し

て
い
き
ま
す
。

上
士
幌
町
は
こ
れ
ま
で
も
挑
戦
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、「
ふ
る
さ
と

住
民
登
録
制
度
」
と
い
う
新
た
な
仕
組
み

を
通
じ
て
、
人
と
地
域
の
関
係
を
再
定
義

し
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に
向

け
て
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
い
の
ち
の

営
み
か
ら
生
ま
れ
る
あ
ら
ゆ
る
価
値
を
次

の
世
代
へ
と
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
、
本

町
は
こ
れ
か
ら
も
循
環
す
る
力
を
信
じ
、

全
国
に
先
駆
け
た
地
方
創
生
モ
デ
ル
の
確

立
に
挑
戦
し
続
け
ま
す
。

い
の
ち
の
か
お
り
が
、
ま
ち
を
つ
く
る
。 

上
士
幌
町

北
海
道
上か

み

士し

幌ほ
ろ

町
長

竹た
け

中な
か

　
貢み

つ
ぎ

2026年（令和 8年） 7月 6日　16第3365号
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